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平成24年度鏡石町各会計当初予算総括表
（単位：万円）

会計区分 本年度 前年度 比較
一 般 会 計 71億1,000万円 43億5,000万円 27億6,000万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 13億4,031万円 13億1,002万円 3,029万円
後期高齢者医療特別会計 9,595万円 8,666万円 929万円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億0,885万円 6億2,260万円 8,625万円
土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 303万円 303万円 0万円
工 業 団 地 事 業 特 別 会 計 7,033万円 9,260万円 △2,227万円
鏡石駅東第1土地区画整理 
事 業 特 別 会 計 1億3,500万円 1億2,000万円 1,500万円

育英資金貸付費特別会計 910万円 1,166万円 △256万円
公共下水道事業特別会計 4億4,060万円 4億2,584万円 1,476万円
農業集落排水事業特別会計 6,520万円 6,215万円 305万円

小　　　計 99億7,837万円 70億8,456万円 28億9,381万円

上水道事業会計
収益的 2億3,750万円 2億4,551万円 △801万円
資本的 3億3,407万円 2億3,944万円 9,463万円

計 5億7,157万円 4億8,495万円 8,662万円
合　　　計 105億4,994万円 75億6,951万円 29億8,043万円
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。
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。
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付
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付
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。
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。
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光
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め
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目
で
す
。

平成24年度　鏡石町一般会計歳入歳出予算
歳　入

款 本年度 前年度 比　較
01　町税 13億5,612万円 14億1,274万円 △5,662万円
02　地方譲与税 8,300万円 8,300万円 0万円
03　利子割交付金 280万円 300万円 △20万円
04　配当割交付金 120万円 100万円 20万円
05　株式等譲渡所得割交付金 25万円 30万円 △5万円
06　地方消費税交付金 1億1,000万円 1億1,000万円 0万円
07　自動車取得税交付金 1,300万円 1,500万円 △200万円
08　地方特例交付金 530万円 1,800万円 △1,270万円
09　地方交付税 12億9,000万円 11億8,600万円 1億0,400万円
10　交通安全対策特別交付金 200万円 200万円 0万円
11　分担金及び負担金 5,779万円 3,800万円 1,979万円
12・16　使用料及び手数料・寄付金 5,809万円 6,005万円 △196万円
13　国庫支出金 10億2,795万円 4億1,954万円 6億0,841万円
14　県支出金 13億4,964万円 2億4,235万円 11億0,729万円
15　財産収入 247万円 253万円 △6万円
17　繰入金 4億6,886万円 3億9,870万円 7,016万円
18　繰越金 1,000万円 1,000万円 0万円
19　諸収入 1億3,503万円 7,399万円 6,104万円
20　町債 11億3,650万円 2億7,380万円 8億6,270万円
　（臨時財政対策債） 2億3,200万円 2億1,800万円 1,400万円

合　　　計 71億1,000万円 43億5,000万円 27億6,000万円
歳　出

款 本年度 前年度 比　較
01　議会費 8,832万円 7,650万円 1,182万円
02　総務費 5億4,407万円 4億8,684万円 5,723万円
03　民生費 11億6,521万円 11億8,066万円 △1,545万円
04　衛生費 13億6,144万円 3億0,645万円 10億5,499万円
05　労働費 519万円 542万円 △23万円
06　農林水産業費 3億7,581万円 2億9,010万円 8,571万円
07　商工費 8,231万円 1億1,022万円 △2,791万円
08　土木費 4億5,697万円 4億7,431万円 △1,734万円
09　消防費 2億6,406万円 2億0,685万円 5,721万円
10　教育費 4億6,999万円 4億8,431万円 △1,432万円
11　災害復旧費 16億4,206万円 0万円 16億4,206万円
12　公債費 6億2,290万円 6億9,471万円 △7,181万円
13　予備費 3,167万円 3,363万円 △196万円

合　　　計 71億1,000万円 43億5,000万円 27億6,000万円

地方税
13億 5,611 万円

19％ 繰入金
4億 6,885 万円
7％

使用料及び手数料など
2億 6,338 万円
4％

地方消費税交付金など
2億 1,756 万円　3％

県支出金
13億 4,964 万円 19％

地方交付税
12億 9,000 万円　

18％

国庫支出金
10億 2,795 万円 14％

地方債
11億 3,650 万円
　　　16％

地方交付税
12億 9,000 万円　

18％

県支出金
13億 4,964 万円 19％

国庫支出金
10億 2,795 万円 14％

歳　　出

歳　　入

出面では、町政運営の基本方針を示す第5次総
合計画の初年度となることから、新たな感覚で施

策評価を行うとともに、復旧復興にかかる取組を最
優先に予算編成を配慮しました。
　まず、歳出を性質別にみてみると、人件費が前年
度比1,343万円（1.6％）減の8億3,252万円、町の借入に
対する返済金にあたる公債費は、6億2,290万円、前
年比7,181万円（10.3％）減となりました。
　主な事業については、4ページで詳しくご紹介し
ますが、震災に関連する費用として、災害復旧事業
に18億964万円、被災者支援事業に1,973万円、防災
関係事業に1,959万円を計上。除染活動にかかる、原
子力災害対策事業として、10億625万円を計上して
います。平成24年度は町制施行50周年の節目の年と
なるため、記念事業費として1,561万円を計上しまし
た。また、進化する鏡石実行プロジェクトとして、
1,000万円を計上しています。
　本議会で承認された、第5次総合計画に基づく行
政分野別予算では、五つの分野として、町民参加と
行財政運営分野に2,371万円、教育・スポーツ・健康
づくり・文化振興分野に1億4,871万円、福祉・安全
安心・コミュニティ形成分野に14億7,357万円、産業
振興分野に3億5,140万円、都市整備・都市開発分野
に4億4,074万円を計上しました。
　これら事業を計画的に推進し、町民一人ひとりが
幸せを実感し、笑顔あふれるまちづくりを着実に進
めてまいります。

　平成24年度各会計当初予算が町議会定例会で成立
しました。東日本大震災により被害のあった施設等
の復旧・復興事業のため、一般会計、特別会計など
を合わせた予算総額は、105億4,994万円、一般会
計では、前年度比27億6,000万円、63.4％増で、
71億1,000万円という、過去最大の大型予算となり
ました。今月号では、一般会計を中心に今年度予算
の中身を見ていきます。

入は、歳入全体の約2割弱を占める法人町民税
が、依然として厳しい経済状況にあるものの町

内企業の業績好転により、前年度比12.3％増の1億
212万円、個人町民税も1.3％増の3億6,022万円を見込
んでいます。しかし、東日本大震災の影響などから、
固定資産税にあっては、前年比9.1％減の7億9,717万
円となり、町税総額では、前年比4.0％減の13億5,612
万円を計上しました。　
　国からの地方交付税は前年比8.8％増の12億9,000万
円を見込み、繰入金については、新たに福島県市町
村復興支援交付金を財源として積立てた「がんばる
ぞ鏡石震災復興基金」から2億4,151万円、全体で前年
比17.6％増の4億6,886万円を計上しました。町債につ
いては、臨時財政対策債が前年比6.4％増の2億3,200
万円、新たに災害復旧事業債6億8,379万円、学校教
育施設等整備事業債1億5,880万円を計上しました。
　今年度においても自主財源の確保が大変厳しく将
来の財政負担を考慮し、適正な起債枠を確保しなが
ら、基金取り崩しなどの措置を講じることにより財
源を確保しました。

自主財源の確保が厳しい状況

災害復旧と第5次総合計画に重点 平成24年度

当初予算概要

　一般会計予算　71億　1,000万円
　　 　　　　（前年比　27億　 6,000万円　63.4％増）

用
語
の
説
明

　　　　特集：平成24年度当初予算 　

補助費等
7億 5,206 万円 11%

扶助費　4億 9,165 万円　
7％

人件費
8億 3,253 万円
12％

人件費
8億 3,253 万円
12％

公債費
6億 2,290 万円　9％

扶助費　4億 9,165 万円　
7％

災害復旧費
16億 4,206 万円　
　　　23％

その他 1億 1,780 万円　1％

普通建設事業費
14億 1,332 万円　

20％

物件費　7億 4,808 万円
10％

補助費等
7億 5,206 万円 11%

物件費　7億 4,808 万円
10％

繰出金　4億 8,960 万円 7％

公債費
6億 2,290 万円　9％

繰出金　4億 8,960 万円 7％

歳

歳



KAGAMIISHI 45 KAGAMIISHI 火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設 税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設

□退職（３月31日付）
	 八巻　　司（出納室会計管理者参事兼室長）
	 鈴木佳代子（鏡石幼稚園参事兼園長）
	 伊藤美和子（鏡石保育所参事兼所長）
	 飛沢栄四郎（農業委員会事務局長）

□異動・昇格（４月１日付）
◦課長及び課長相当職
総務課　課長	 小貫　忠男（都市建設課　課長）
総務課　総括主幹兼副課長（総務担当）	小貫　正信（主幹兼副課長）
総務課　主幹兼副課長（企画財政担当）	根本　　博（上下水道課　副課長）
税務町民課　参事兼課長	 今泉　保行（総務課　課長）
都市建設課　課長	 関根　邦夫（町商工会派遣・事務局長）
都市建設課　総括主幹兼副課長（事業担当）	角田　信洋（主幹兼副課長）
健康福祉課　課長	 小貫　秀明（総務課　主幹兼副課長）
健康福祉課　総括主幹兼副課長（環境担当）	車田　光男（主幹兼副課長）
出納室　会計管理者兼室長	 髙原　芳昭（健康福祉課　課長）
農業委員会　事務局長	 関根　　学（税務町民課　課長）
産業課・農業委員会　主幹	 揚妻　清一（健康福祉課　主幹兼副課長）
原子力災害対策室　室長	 長谷川静男（教育課　主幹兼副課長）

◦副課長及び副課長相当職
税務町民課　副課長（町民担当）	 大河原正義（主任主査）
健康福祉課　副課長（福祉担当）	 栁沼　和吉（副主幹）
鏡石児童館　主任児童厚生員	 矢吹美紀子（鏡石保育所　主任保育士）
産業課　副課長（農政担当）	 円谷　康誠（税務町民課　副課長）
産業課　副課長（振興担当）	 緑川　憲一（健康福祉課　主任主査）
産業課　主任主査	 根本進一郎（都市建設課　主任主査）
上下水道課　副課長（上水道担当）	小林　　誠（主任主査）
教育課　副課長（教育担当）	 菊地　勝弘（産業課　副課長）
鏡石幼稚園　主任教諭	 矢吹久美子（鏡石保育所　主任保育士）

◦係員
総務課　主査	 大内　秀人（福島県実務研修派遣）
原子力災害対策室　主査	 河合　範幸（総務課　主査）
税務町民課　主査	 斎藤　則行（図書館　主査）
税務町民課　主査	 内田慎太郎（群馬県大泉町より派遣）
税務町民課　副主査	 星　　雄之（産業課　副主査）
健康福祉課　主査	 村岡　廣隆（税務町民課　主査）
保育所　副主任保育士	 須賀妃見子（鏡石児童館　副主任児童厚生員）
保育所　副主任保育士	 鈴木裕美子（鏡石幼稚園　副主任教諭）
上下水道課　主査　	 灘山　教史（税務町民課　主査）
教育課　主査　	 吉田めぐみ（上下水道課　主査）
図書館　副主任司書　	 管野　亜紀（教育課　副主任司書）

□新採用（４月１日付）
	 塚原　健司（上下水道課　主事）
	 石井　秀樹（健康福祉課　主事）

 町職員人事異動
□敬称略（　）は旧所属

□旧所属と新所属が同じ場合は
（　）の課名を省略

　特集：平成24年度当初予算 　

一般会計
▪災害復旧事業費
◦「被災した第一小学校校舎改築事業」	 9億2,790万円
◦「農業施設災害復旧事業」	 3億2,300万円
◦「公共土木施設災害復旧事業」　	 3億2,530万円
◦「岡ノ内池整備事業」	 2,110万円
◦「災害廃棄物処理事業」　　　　	 　6,241万円

▪防災関係事業
◦「第2分団ポンプ車購入事業」　	 　1,600万円

▪町制施行50周年記念事業
◦「記念式典事業」	 　591万円

▪被災者支援事業　
◦「応急仮設住宅維持管理事業」　　	 884万円
◦「災害援護資金貸付事業」　　　　	 　775万円

▪原子力災害対策事業
◦「除染対策事業」	 9億9,166万円
◦「食品モニタリング事業」　　　	 　　72８万円

▪進化する鏡石実行プロジェクト事業
◦「駅に降りてみたくなる事業」
　駅周辺復興まちづくり計画策定事業　	 500万円
　田んぼアートの実施事業　　　　　　　　	66万円
◦「住んでみたくなる事業」
　住宅用太陽光発電導入促進振興補助事業	 320万円

第5次総合計画に基づく行政分野別事業
Ⅰ　町民と力を合わせて、新しい鏡石をつくります！
　　～町民参加と行財政運営分野～
◦「役場庁舎耐震診断事業」　　　	 250万円
◦「住基ネットシステム改修」　　	 500万円

Ⅱ　心豊かな人を育て、地域文化を大切にする鏡石
をつくります！　
～教育・スポーツ・健康づくり・文化振興分野～

◦「特別支援教育事業」　　　　　　　	 892万円
◦「子育て支援事業」　　　　　　　　	 498万円
◦「語学指導等外国青年誘致事業」　　	 529万円
◦「被災者健康支援体制整備事業」　	 　214万円

Ⅲ　地域で支えあう、人にやさしい鏡石をつくります！
　　～福祉・安心安全・コミュニティ形成分野～
◦「子ども医療助成事業」　　	 5,000万円
◦「認定保育所支援事業」　	 8,100万円
◦「介護保険事業」　　　	 6億9,759万円

Ⅳ　新しい産業を開花させ、活力ある鏡石をつく　
ります！

　　～産業振興分野～
◦「企業誘致奨励金事業」　　　　	 1,129万円
◦「地域水田農業推進事業」　　	 　2,965万円
◦「ふれあいの森公園管理棟改築工事」	 5,910万円

Ⅴ　快適に暮らせ、住んでみたくなる鏡石、訪ねて
みたくなる鏡石をつくります！　

　　～都市整備・都市開発分野～
◦「鏡石駅東第1区画整理事業」	 1億1,205万円
◦「第5次上水道拡張事業」　　　	 　9,497万円

平成24年度予算主要事業

を
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

Ⅰ　
「
町
民
と
力
を
合
わ
せ
て
、
新

し
い
鏡
石
を
つ
く
り
ま
す
！
」

Ⅱ　
「
心
豊
か
な
人
を
育
て
、
地
域

文
化
を
大
切
に
す
る
鏡
石
を
つ
く
り

ま
す
！
」

Ⅲ　
「
地
域
で
支
え
あ
う
、
人
に
や

さ
し
い
鏡
石
を
つ
く
り
ま
す
！
」

Ⅳ　
「
新
し
い
産
業
を
開
花
さ
せ
、
活

力
あ
ふ
れ
る
鏡
石
を
つ
く
り
ま
す
！
」

Ⅴ　
「
快
適
に
暮
ら
せ
、
住
ん
で
み

た
く
な
る
鏡
石
、
訪
ね
て
み
た
く
な

る
鏡
石
を
つ
く
り
ま
す
！
」

　

こ
の
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

は
、
広
報
か
が
み
い
し
５
月
号
で
特

集
す
る
予
定
で
す
。

　
鏡
石
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３
月

５
日（
月
）か
ら
15
日（
木
）ま
で
の
11

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、報
告
１
件
、

議
案
34
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▪
主
な
議
案
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
議
案
で
は
、
４
，
９
３
２
万
円
が

追
加
さ
れ
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
は
、
合
計
で
、
77
億
２
，
２
８
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
予

算
の
内
容
で
は
、
果
樹
の
除
染
に
係

る
費
用
と
し
て
３
，
０
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
議
案
は
、
平
成
24

年
度
当
初
予
算
、
町
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
、
第
５
期
介
護
保
険
計
画

に
基
づ
く
、
介
護
保
険
料
を
改
定
す

る
条
例
の
制
定
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

▪
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
　

　

町
政
運
営
の
基
本
と
な
る
総
合
計

画
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
議
案
で

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
新
た
な
飛

躍
発
展
を
視
野
に
入
れ
た「
第
５
次

総
合
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、「
か
わ
る　

か
が
や

く　
“
牧
場
の
朝
”の
ま
ち　

か
が
み

い
し
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
次
の
５
つ

鏡
石
町
議
会
定
例
会

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
と
な
り
ま
す
。

本
町
で
も
震
災
や
原
発
事
故
に
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
産
業
面
で
も
深
刻
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、
応
急
か

ら
復
旧
へ
各
種
災
害
工
事
、
原
子
力
災
害
対

策
、
被
災
者
支
援
事
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
復
旧
か
ら
復
興
・
再
生
へ
向
け
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

今
年
度
の
事
業
の
状
況
と
し
て
は
、
各
種

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
災
害
規
模
が
膨

大
な
た
め
、
多
く
の
工
事
が
繰
り
越
し
や
次

年
度
発
注
と
な
る
状
況
で
す
が
、
早
期
発

注
、
早
期
完
成
に
向
け
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
対
策
と
し
て

は
、
こ
の
度
の
補
正
予
算
で
計
上
し
た
果
樹

の
除
染
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
除
染
計
画
に

基
づ
き
随
時
実
施
し
て
い
く
事
と
な
り
ま
す
。

　

第
一
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
に
つ
い
て

は
、
３
月
末
に
は
、
具
体
的
な
計
画
が
ま
と

ま
る
予
定
で
あ
り
、
旧
校
舎
の
解
体
に
つ
い

て
も
平
成
24
年
度
前
半
に
は
解
体
作
業
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
過
去

最
大
規
模
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
制
施
行
50
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
半
世
紀
と
い
う
歴
史
を
振
り
返
り
、

将
来
の
鏡
石
町
を
展
望
し
て
行
く
中
で
、
ま

ち
の
特
性
や
地
域
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て

「
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」「
訪
れ

て
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
か

わ
る 

か
が
や
く 

“
牧
場
の
朝
”の
ま
ち 

か

が
み
い
し
」の
実
現
に
向
け
５
つ
の
柱
を
基

軸
に
、
復
旧
復
興
事
業
を
最
優
先
に
各
種
事

業
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
に
努
め
ま

し
た
。

町
長
説
明
要
旨
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平成23年産コシヒカリ
特別純米酒

「鏡の雫」販売
　町観光協会では、昨年
まで町産特別栽培米コシ
ヒカリ「牧場のしずく」を
活用した日本酒を製造し
ていました。今年は震災
の影響で「牧場のしずく」
が作付けできなかったた
め、町産のコシヒカリを使
って醸造され、「がんばる
ぞ！鏡石」を合言葉に復興
を祈願し、風評被害の払
拭と鏡石ブランドの定着
を図るため製造しました。
　税込１升2,478円、４合
1,260円で町内の酒類取
扱店で数量限定で販売さ
れています。ぜひご賞味く
ださい。

月・水・金曜日の午前10時から午後４時まで町保健センターで開いていますつどいの広場はたばこ税は貴重な町の財源ですたばこの購入は鏡石町で

季
節
の
果
物
を
使
っ
て

　

ト
ラ
イ
フ
ル
と
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
デ
ザ
ー
ト
で
、「
あ
り
あ
わ
せ
」

と
い
う
意
味
で
す
。
ス
ポ
ン
ジ
や

カ
ス
テ
ラ
を
洋
酒
で
浸
し
て
、
好

み
で
冷
蔵
庫
な
ど
に
あ
る
果
物
と

重
ね
た
も
の
で
す
。
季
節
の
い
ち

ご
で
手
作
り
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
お

け
ば
、
ス
ポ
ン
ジ
と
あ
り
あ
わ
せ

の
果
物
で
、
春
の
香
り
の
ト
ラ
イ

フ
ル
が
作
れ
ま
す
。

　

い
ち
ご
の
代
表
的
な
栄
養
素
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
対
す
る
抵

抗
力
を
つ
け
風
邪
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
分
の
吸
収
を
助
け
る

働
き
も
あ
り
ま
す
。

《
材
料
》　
５
人
分

★
い
ち
ご
半
パ
ッ
ク

★
砂
糖
大
さ
じ
３

★
洋
酒
小
さ
じ
１

★
カ
ス
テ
ラ
半
本

★
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
０
０
㏄

《
作
り
方
》

①
い
ち
ご
は
ヘ
タ
を
取
り
、
耐
熱

容
器
に
砂
糖
と
一
緒
に
入
れ
て
ラ

ッ
プ
を
し
て
３
分
加
熱
し
ま
す
。

混
ぜ
合
わ
せ
て
さ
ら
に
２
分
加
熱

し
ま
す
。

②
い
ち
ご
が
冷
め
た
ら
洋
酒
を
加

え
て
混
ぜ
ま
す
。

③
３
㎝
角
に
切
っ
た
カ
ス
テ
ラ
を

透
明
グ
ラ
ス
に
入
れ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
か
け
、
さ
ら
に
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
を
か
け
ま
す
。
こ
れ
を
２
回
繰

り
返
し
ま
す
。

※
好
み
で
好
き
な
果
物
を
加
え
る

と
豪
華
で
す
。

今月の
健康メニュー

「
い
ち
ご
の
ト
ラ
イ
フ
ル
」

　

４
月
６
日（
金
）か
ら
15
日（
日
）

ま
で
の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、「
あ
り

が
と
う　

孫
か
ら
教
わ
る　

交
通

ル
ー
ル
」が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
上

記
の
３
点
を
重
点
に
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

　

春
は
、
新
入
学
児
童
・
園
児
が

初
め
て
通
学
、
通
園
し
、
交
通
ル

ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
い

く
時
期
で
す
。
こ
の
た
め
、
町
交

通
対
策
協
議
会
で
は
、
町
交
通
安

全
協
会
や
母
の
会
、
行
政
区
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
、
通
学
路
に
お
け

る
、
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
教
室

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
、
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進
の
た
め
、
中
学
校
で
の
自

転
車
交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
10
日（
火
）は「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で

す
。
特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
死

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
」、
家
族
み
ん

な
で
声
を
掛
け
合
い
大
切
な
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践

し
、
交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

春の全国交通安全運動
～ありがとう　孫から教わる

交通ルール～
４月６日（金）～15日（日）

運動の重点
◎自転車の安全利用の推進

◎全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

◎飲酒運転の根絶

ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
で
す
。
町
内
の
各
学
校
、

幼
稚
園
な
ど
で
卒
業
・
卒
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

は
、
震
災
や
そ
の
後
の
原
発

事
故
の
影
響
な
ど
、こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
学
校
生
活
の
中

で
卒
業
卒
園
を
迎
え
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸

に
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た

子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
や
先

生
方
は
暖
か
く
送
り
出
し
て

い
ま
し
た
。

思
い
出
を
胸
に
卒
業
・
卒
園
式

▲震災から学んだ命と絆の大切さを語り継いでくださ
い、と小針校長先生からはなむけの言葉（卒業生137名）

▲登園するのも大変だった子どもたちは、立派に成
長しました（卒園児37名）

▲校舎が全壊し、様々な苦難を乗り越えて迎えた
卒業式（卒業生119名）

▲堂々と胸をはって保育証書を受け取る子どもたち
　（満了児33名）

▲つらいこと楽しいことを共に乗り越えた、かけがえの
ない６年間でした：卒業生メッセージより（卒業生29名）

第
一
小
学
校

第
二
小
学
校

鏡
石
中
学
校

鏡
石
幼
稚
園

鏡
石
保
育
所

.11から一年３齢者と
地域のために高災の記憶を

新聞に
震

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う

ど
一
年
の
3
月
11
日（
日
）、
犠
牲
者
を

悼
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
発
生
時
刻
に
は
、
防
災
無
線
に

よ
り
遠
藤
町
長
か
ら
、
こ
の
一
年
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
苦
労
と
、
町
の
復
興
へ

の
協
力
へ
感
謝
す
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
駅
前
広
場
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の「
鏡
石
環
境
を
考

え
る
会
」が
作
成
し
た
、「
命　

３
・

11
」と
か
た
ど
ら
れ
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
に
、
多
く
の
町
民
が
足
を
止
め
て

祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
し
た
。

３
月
14
日（
水
）町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、（
社
）鏡
石
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
貫
辨
明
理
事
長
が

「
平
成
４
年
に
設
立
以
来
高
齢
者
の
生

き
が
い
の
増
進
と
地
域
社
会
の
活
性
化

を
目
指
し
事
業
を
運
営
し
て
き
た
。
今

後
も
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
十
分
果
た
し

て
い
き
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
貢
献
し
た
皆
さ
ん
へ
感
謝
状
や
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
、
全
国
の
190

校
、
500
件
の
応
募
が
あ
っ
た「
朝
日
小

中
学
生
復
興
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」に
お

い
て
、第
一
小
学
校
６
年
３
組
の
み
ん

な
が
作
成
し
た
新
聞
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

新
聞
は
震
災
の
時
に
感
じ
た
こ
と
や

震
災
後
の
学
校
生
活
で
苦
労
し
た
こ
と

な
ど
の
記
事
や
写
真
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
強
く
伝
わ

っ
て
く
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
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世
界
で
は
今
で
も
狂
犬
病
が
発

生
し
て
お
り
、
効
果
的
な
治
療
法

が
な
く
、
発
症
し
て
死
亡
し
て
い

る
人
が
数
多
く
い
ま
す
。
諸
外
国

と
交
流
が
盛
ん
な
日
本
で
も
、
い

つ
狂
犬
病
が
発
症
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の

登
録
と
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
は

後
日
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
又
は
飼

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
方
は
、健

康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
料
金

◦
登
録
済
み
の
犬

　
　
　
　
　
　
　

３
，
１
０
０
円

◦
新
規
登
録
の
犬

　
　
　
　
　
　
　

６
，
１
０
０
円

▪
注
意
事
項

①
会
場
に
は
、
犬
を
制
止
で
き
る

人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

②
次
の
場
合
は
、
予
防
注
射
を
受

け
る
前
に
、
獣
医
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。　

イ　

犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
と
き

ロ　

犬
が
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
副
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
と
き

ハ　

妊
娠
初
期
又
は
妊
娠
末
期
の

と
き

ニ　

一
か
月
以
内
に
、
ほ
か
の
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
と
き

▪
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課　

☎
62
︱
２
１
１
５

実施月日 実施場所 時　　間

4月19日（木）

久 来 石 転 作 セ ン タ ー 	午前	９：00	 ～	 ９：30
笠 石 防 災 セ ン タ ー 	 〃	 ９：40	 ～	10：20
旭町コミュニティセンター 	 〃	 10：30	 ～	10：50
豊郷構造改善センター 	 〃	 11：00	 ～	11：20
成 田 保 健 セ ン タ ー 	 〃	 11：30	 ～	12：00
成 田 北 町 集 会 所 	午後	 1：10	 ～	11：30
桜 町 俵 井 集 会 所 	 〃	 1：40	 ～	12：00
南高久田多目的集会所 	 〃	 2：10	 ～	12：30
鏡 田 転 作 セ ン タ ー 	 〃	 12：40	 ～	13：00
高 久 田 多 目 的 集 会 所 	 〃	 13：10	 ～	13：30
深 内 多 目 的 集 会 所 	 〃	 13：40	 ～	14：00
大 池 団 地 集 会 所 	 〃	 14：10	 ～	14：30

4月20日（金）

仁 井 田 多 目 的 集 会 所 	午前	９：00	 ～	1９：30
鏡 石 ４ 区 集 会 所 	 〃	 ９：40	 ～	10：10
さ か い 集 会 所 	 〃	 10：20	 ～	11：00
鏡 石 １ 区 集 会 所 	 〃	 11：10	 ～	11：40

4月22日(日) 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 	午前	９：00	 ～	11：00

　東日本大震災で被災された国民健康保険・後期高齢者医療
制度の被保険者の方々に実施されている一部負担金の免除期
間が、平成24年９月30日まで延長されました。免除証明書
は、有効期限が「平成24年２月29日まで」となっていても、
引き続き使用できます。
　なお、入院時食事療養費やあん摩マッサージ等の施術費等
の免除は、平成24年２月29日までで終了となりました。
▪問合わせ先　税務町民課　☎62―2112

みなさまからのご支援に
心から感謝申し上げます

みな
さまからのご支援に
心から

感謝申し上げます

みなさ
まからのご支援にみな

援に
心から

感謝申し上げます

みなさ
まからのご支援に
心から

感謝申し上げます

Ｑ：２月からお仕事を始めたばかりだそうですが、図書館の
仕事の感想は。
　これまでは、普通にOLをしていたのですが、窓口やお話
会などで地域の皆さんや子どもたちと触れ合う事が出来る
のでとても楽しいです。久々に地元に帰ってきたのですが、
窓口で会う皆さんから元気だった、とか大きくなったね、
など声をかけられると、帰ってきたんだなと懐かしくてあ
ったかい気持ちになりました。
Ｑ：子どもが大好きなんですね。
　はい、子どもたちと接するのはとても好きですね。だか
らお話会の準備や当日はとても楽しくてしょうがないです。
それと、最近、甥っ子が生まれて、うちにいるんですが、
仕事を終えてうちに帰ると、毎日その笑顔に癒されます。
Ｑ：お仕事をされていて大変だと思ったことは。
　窓口でお客様に、どんな本がお勧めですかと聞かれて困
ってしまったことがありました。これからは、自分の興味
のあるジャンルだけでなく、いろんな情報を集めて、お客
様に満足してもらえるようになりたいです。
Ｑ：これから挑戦してみたいことは。
　以前、友達とパラグライダーに挑戦したことがあったの
ですが、天候が悪く飛ぶことが出来ませんでした。春にな
ったら、今度こそ大空を高く飛んで来たいです。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問合せ先：総務課（☎62－2111）

　今月は、２月から
鏡石町図書館で臨時
職員として働き始め
た、子どもが大好き
で好奇心いっぱいな
面川奏さんにお話を
うかがいました。

お名前
面 川 　 奏

かな

さん（24)

お勤め先
鏡石町図書館
（旭町地内）

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

国民健康保険等の一部負担金の免除期間が延長
広　　　告

我が家のアイドル（就園前まで）の写真を広報に載せてみませんか。　問い合せ先：総務課我が家のアイドル写真募集

ごみの減量化に
ご協力を

環境・
ECO通信
エ コ

Vol. 31 ごみの減量化に
ご協力を

　日々の生活の中で、ごみの減量化にご協力をいた
だきありがとうございます。
　鏡石町のごみ排出量は、平成20年度をピークに、
減少傾向にありましたが、昨年の東日本大震災の影
響により、大幅に増加しました。
　平成22年度と比較すると、可燃ごみが約1.5倍で
4,470ｔ、不燃物が約2.5倍310ｔになっています。
これは、震災により壊れたガラスや陶器などの処分
や損壊家屋の撤去に伴う可燃物の排出などが増加の
要因と考えられます。震災から１年が経過し、最近
は平成22年度並に戻りつつありますので、今後も
ごみの減量化にご協力下さい。

　一般家庭から出されるごみを収集運搬する事業者
が４月から変わります。
　北部（２区・３区・４区・仁井田区・鏡田区・高
久田区・さかい区）が㈲黒澤コーポレーション、南
部（久来石区・笠石区・１区・成田区・豊郷区・旭
町区）が㈲東北資源の２事業者で回収を行いますの
で、今までよりも早い時間に回収する地域が出てき
ますので、ご注意下さい。
　なお、ごみを出す時間は、午前６時から午前８時
になっております。

新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で

忘れずに

　してほしいワン！

狂犬病の
予防注射のお知らせ

▪一般廃棄物収集運搬業者が変わります

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生

以
降
、
町
へ
多
く
の
皆
様
か
ら

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
総
額
は
、
３
月
26
日
現
在

で
１
６
６
件
４
，４
７
９
万
８
，

１
４
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
町

が
独
自
で
被
災
者
支
援
の
た
め

に
実
施
し
て
い
る「
一
部
損
壊

住
宅
修
繕
費
支
援
金
」に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
、
ふ
る
さ
と

納
税
と
し
て
、
27
件
、
３
８
２

万
３
，５
０
１
円
が
町
へ
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
寄
付

金
に
つ
い
て
は
、
第
一
小
学
校

校
舎
改
築
の
費
用
や
寄
付
者
の

ご
意
向
に
沿
っ
た
形
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お

 

町
へ
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

44，798，146円

3，823，501円

義 　 援 　 金

ふるさと納税

気
持
ち
に
、
改
め
て
感
謝
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。

◦
サ
ト
ウ　

テ
ツ
ヤ

◦
㈱
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス

　

代
表
取
締
役　

元
田　

徹

◦
添　

田　

芳　

子

◦
岩
瀬
農
業
高
校
吹
奏
楽
部

◦
根　

本　

竜
太
郎

※
敬
称
略
。
３
月
号
広
報
発
行

後
よ
り
４
月
号
発
行
時
現
在
の

ご
芳
名
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
、
次
の
方
々

か
ら
教
育
育
英
資
金
と
し
て
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
佐
久
間　

昭 

（
故 

佐
久
間
政
雄
様 

御
遺
志
）

◦
鏡
石
町
衣
料
組
合

◦
小　

貫　

淳　

一

（
故 

小
貫
亞
紀
子
様 

御
遺
志
）

◦
匿
名
寄
付
者

◦
大
河
原　

俊　

雄

（
故 

大
河
原
シ
ヲ
様 

御
遺
志
）

※
寄
付
者
敬
称
略
。

 

義
援
金

 
ふ
る
さ
と
納
税

 

教
育
育
英
資
金
寄
付

鏡石町の
ごみ収集実績

２月までの収集量（ｔ）

23年度 22年度 前年対比

燃えるごみ 4,466.80 3,103.60 143.90%

燃えないごみ 310.2 127.6 243.10%

合計 4,777.00 3,231.20 147.80%

資源物 294 230.1 127.70%
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務
課
で
配
布
）に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、
必
要
な
書
類

（
所
得
証
明
書
な
ど
）を
添
付
し
、

町
総
務
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

▪
申
込
受
付
期
間

　

５
月
１
日（
火
）ま
で

▪
選
考
方
法

　

申
込
者
の
資
格
審
査
や
居
住
現

況
な
ど
か
ら
、
入
居
者
選
考
委
員

会
の
審
議
を
経
て
入
居
候
補
者
を

決
定
し
ま
す
。

総
務
課　

☎
62
︱
２
１
１
１

　

町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
行
委
員

会
で
は
、『
家
庭
や
企
業
か
ら
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
』を
推
進
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
花
を
扱
っ

た
も
の
）を
対
象
に
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

▪
参
加
資
格

　

町
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も

の
で
あ
れ
ば
、実
施
規
模
や
個
人
・

企
業
等
を
問
い
ま
せ
ん
。

▪
参
加
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙（
公
民
館
に

あ
り
ま
す
）に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

写
真
を
数
枚
添
付
し
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
と
は
別

に
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
税
金
な
ど
を
口
座
振

替
に
し
て
い
た
人
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
、
別
に
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納

税
組
合
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
手
元
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
な
い
納
付
書
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
町
役
場
出
納
室
ま
た

は
金
融
機
関
で
お
納
め
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
町
民
課　

☎
62
︱
２
１
１
２

▪
審
査
・
褒
賞

　

応
募
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
実

行
委
員
会
役
員
会
で
訪
問
審
査

し
、
各
賞
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

※
た
だ
し
前
回
の
受
賞
か
ら
３
年

を
経
過
し
な
い
と
受
賞
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▪
申
込
期
限　
５
月
25
日（
金
）

公
民
館　

☎
62
︱
２
０
３
１

　

町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
行
委
員

会
で
は
、町
内
を
花
で
飾
る「
花
咲

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

「
花
咲
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」は
、
町

内
の
２
世
帯
以
上
で
１
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
近
所
の
空
地

や
沿
道
に
花
を
定
植
・
管
理
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

ご
近
所
同
士
で
、
小
さ
な
お
花
畑

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
申
込
方
法

　

町
内
２
世
帯
以
上
で
１
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、所
定
の
申
請
書（
公

民
館
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
の
上
、

公
民
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▪
申
込
期
限　
５
月
25
日（
金
）

公
民
館　

☎
62
︱
２
０
３
１

▪
読
み
聞
か
せ
会

◦
日
時　
４
月
21
日（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

◦
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

◦
内
容　
紙
芝
居『
く
だ
さ
い
な
』

ほ
か

▪
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

◦
日
時　
４
月
25
日（
水
）

　

午
前
11
時
か
ら

◦
内
容　
絵
本『
ぽ
よ
よ
ん　

の

は
ら
』の
読
み
聞
か
せ
ほ
か
、
手

遊
び
、工
作（
絵
の
具
模
様
の
ア
ー

ト　

こ
い
の
ぼ
り
）

◦
対
象　
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
の
方

▪
子
ど
も
映
画
会

◦
日
時　
４
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◦
上
映
作
品　
映
画『
大
決
戦
！

超
ウ
ル
ト
ラ
８
兄
弟
』

図
書
館　

☎
62
︱
１
２
８
８

　

花
み
ず
き
会
で
は
次
の
と
お
り

男
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
４
月
22
日（
日
）午
前
10

時
か
ら

◦
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

花
み
ず
き
会
会
長　

稲
田
よ
し
え

☎
62
︱
３
７
０
２

　

４
月
か
ら
放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

番
組「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

２
０
１
２“
春
の
旅
”」の
制
作
に
あ

た
り
、
皆
さ
ん
の
心
に
あ
る
忘
れ

ら
れ
な
い
風
景
や
景
色
、エ
ピ
ソ
ー

ド
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
次
ま
で
、
お
手
紙

や
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
で
制
作
さ
れ
た
番
組
は

５
月
14
日（
月
）
～
27
日（
日
）ま

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

で
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
７
時
45
分

か
ら
午
前
８
時
ま
で
、
土
曜
・
日

曜
午
前
11
時
か
ら
午
前
11
時
59
分

ま
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◦
締
め
切
り　
４
月
13
日（
金
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
成
局
衛
星
放
送
セ
ン

タ
ー「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

事
務
局　

☎
０
３
︱
３
９
０
３
︱

３
６
１
９

M
ail　

s01619-noda@
nhk.or.jp

戸籍の窓
平成24年２月受付分

（24. 2. 29 現在）

 火　災 ４件　（３）
 救　急 112 件　（101）
 水　害 ０件　（０）

（　）は前年同期の件数

消したはず　決めつけないで　もう一度
（全国統一標語）

（24. 3. 1 現在）

 12,724人 （＋４）

 6,256 人 （＋５）

 6,468 人 （－１）

 4,151 世帯 （＋６）
（　）は前月との比較

◦軽自動車税
◦上下水道使用料（２・３月分）

の納期限は５月１日（火）です。

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川
信用金庫各店・東邦銀行各店・大東
銀行須賀川支店・鏡石郵便局・福島
県商工信用組合鏡石支店 

（24. 2. 29 現在）

 件　数 ５件 （７）
 死　者 ０人 （０）
 傷　者 ７人 （10）

（　）は前年同期の件数

〜死亡事故０日数　239日〜

	 地区	 赤ちゃん	 お父さん	 お母さん
　　　　　　男の子 
笠石 小松　遥

は る

希
き

 透 未来
鏡石４ 熊耳　優

ま さ と

悟 誠 真由美
成田 吉田　彩

あ や と

人 敦 奈加子
成田 小豆畑　悠

ゆ う

 照生 いづみ
豊郷 中島　総

そ う

吾
ご

 幸治 美香
豊郷 鈴木　堅

け ん

太
た

 善貴 貴子
　　　　　　女の子	
久来石 星　あかり 雄太 美紀子
鏡石２ 菅野　七

な な

緒
お

 健太郎 なつ美
鏡石４ 町島　暖

は る

奈
な

 慶一 奈津子
成田 添田　羚

れ

愛
あ

 薫 朋美
旭町 石井美

み

紗
さ

希
き

 孝寛 久美子
さかい 伊藤　美

み

桜
お

 薫 仁美

よ　ろ　こ　び

人口と世帯数 ４月の納税交 通 事 故火災・救急事故

　

町
で
は
、
６
月
以
降
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▪
募
集
戸
数

　

境
団
地
２
戸

（
Ａ
棟
１
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
、
Ｂ

棟
１
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
）

▪
入
居
申
込
資
格
者

　

次
の
①
～
⑦
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
と
な
り
ま
す
。

①
入
居
す
る
に
あ
た
り
、
同
居
親

族
が
い
る
方

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
方（
親
と
同
居
の
方
は

持
ち
家
と
見
な
さ
れ
、
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

③
現
在
、
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
場
所
が
あ
る
方

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
月
々
の
収
入（
控
除
後
）が
入
居

世
帯
で
15
万
８
千
円
を
超
え
な
い

方（
未
就
学
児
や
障
が
い
者
等
が

い
る
世
帯
は
21
万
４
千
円
）

⑥
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団

員
で
な
い
方

⑦
入
居
決
定
と
な
っ
た
場
合
、
町

内
在
住
２
名
の
連
帯
保
証
人
を
つ

け
ら
れ
る
方

※
特
例
に
よ
る
単
身
者
の
入
居
申

込
資
格
は
、
60
歳
以
上
の
方
、
障

が
い
者
認
定
１
～
４
級
ま
で
の
方
、生

活
保
護
被
保
護
者
、
海
外
引
揚
者

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
方
で
、
②

～
⑦
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

▪
申
込
み
方
法

　

町
指
定
の
入
居
申
込
用
紙（
総

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

図
書
館
だ
よ
り

男
の
料
理
教
室
開
催

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク

ー
ル
参
加
者
募
集

花
咲
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

暮らしの情報　information

	地区	 氏　名	 年齢	
久来石 吉　田　善　男 71

笠　石 橋　本　　　保 83

鏡石１ 小　林　貞　男 78

鏡石３ 星　　　七之助 86

鏡石３ 関　　　ミヨ子 82

鏡石４ 諸　田　保太郎 76

仁井田 添　田　キクエ 80

高久田 根　本　トシ子 79

成　田 　　田　カ　ツ 101

旭　町 坂　路　ナ　ミ 89

 
 

 

　　　　　　　　　　　　　　
　

　
　

か　な　し　み

　この欄への掲載を希望しない方は、届出の
際にお知らせください。

 

◎
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 
◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
に
っ
ぽ
ん
横
断
こ
こ

ろ
旅
」こ
こ
ろ
の
風
景
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

■利用上のお願い
◎水着・水泳帽を着用してください。
◎水泳に関係のないものは持ち込まないでください。
　（水中メガネ、足びれ、ゴムボート、ネックレスなど）
◎コインロッカーは100円が必要です。（利用後返却されます。）
◎次のような場合は入場をお断りします。　
●感染症の病気にかかっている人　●下痢・発熱等の症状がある人　●酒気をおびている人　
●オムツがとれてない乳幼児　●プール室内での飲食・喫煙はできません。

□利　用　時　間
●第１回目　10：00～12：00
●第２回目　13：00～15：00
●第３回目　16：00～18：00
●第４回目　19：00～21：00

□休　館　日
●毎週火曜日
●清掃休館日（１月15日～１月25日（予定））
●その他、必要がある場合は
　臨時に休館するときがあります。

※第１回目は土・日・祝学校休校日のみで、平日は第２回目からの利用となります。
※１回毎に入れ替えとなります。

■利用上のお願い
◎水着・水泳帽を着用してください。
◎水泳に関係のないものは持ち込まないでください。
　（水中メガネ、足びれ、ゴムボート、ネックレスなど）
◎コインロッカーは100円が必要です。（利用後返却されます。）
◎次のような場合は入場をお断りします。　
●感染症の病気にかかっている人　●下痢・発熱等の症状がある人　●酒気をおびている人　
●オムツがとれてない乳幼児　●プール室内での飲食・喫煙はできません。

□利　用　時　間
●第１回目　10：00～12：00
●第２回目　13：00～15：00
●第３回目　16：00～18：00
●第４回目　19：00～21：00

□休　館　日
●毎週火曜日
●清掃休館日（１月15日～１月25日（予定））
●その他、必要がある場合は
　臨時に休館するときがあります。

※第１回目は土・日・祝学校休校日のみで、平日は第２回目からの利用となります。
※１回毎に入れ替えとなります。

 

◎
問
合
わ
せ
先

乳幼児健診等のお知らせ
▪3歳児健康診査　
◦日時　４月11日（水）13：15～
◦場所　鏡石町保健センター

▪３～４か月児健康診査
◦日時　４月18日（水）13：30～
◦場所　北町会館（公立岩瀬病院隣り）

▪ポリオ予防接種
◦日時　４月26日（木）13：15～
◦場所　鏡石町保健センター

▪１・２歳児健康相談
◦日時　５月11日（金）9：30～
◦場所　鏡石町保健センター

▪問い合わせ先
健康福祉課　☎62－2115
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